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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、長期(コンドラチェフ・サイクル)では、2010年代の日本経

済・株式市場は1950年代当時に似た局面で、2010年代後半からは1950年代後半以降のように新たな成長局面に入って

きております。国際商品市況からみると、2010年代後半は、2010年前後を天井とする国際商品市況の30年サイクルの

最初の10年(第Ⅰ期 大幅低下局面)から、次の10年(第Ⅱ期 横這い圏)への移行期にあります。原油(ガソリン)・原

材料、食料品などの値下がりが個人消費を押し上げ、また企業収益の拡大要因となって、設備投資の増加や賃金の上

昇につながると考えております。 

そのような長期トレンドの中、ラックランドをとり囲く経済環境は街角景気判断DI、第３次産業活動指数の前年

比、及び日本のマネタリー・ベース残高で概ね説明できると考えております。街角景気判断DIは2014年末を短期サイ

クルの底として2015年は上昇局面に入って参りましたが、年後半より国内景気・株式市場の伸び悩みと中国不安の影

響もあって、短期的に伸び悩み低下局面に入りました。第３次産業活動指数も前年比でプラス圏は維持したものの短

期的には伸び悩み局面が続いておりました。しかしながら、マネタリー・ベース残高に関しては、伸びは鈍化してお

りますが前年比＋25％程度の高水準において増加が続いており、経済の下支え要因となっておりました。 

また当社を取り巻く環境としては日銀短観に表れている様に、製造業、非製造業ともに企業の設備投資の伸びは

鈍化したもののプラス圏で推移しています。2016年度前半は企業収益の伸び悩みから設備投資も製造業を中心にやや

縮小しておりましたが、中・長期では拡大基調が続くと見込んでおります。 

このように当社を取りまく環境は短期的には株式市場の調整もあって、景気という文字の通り、気分的に伸び悩

んでおりましたが経済の実態は決して不健全ではなく、方向性(トレンド)としては上昇方向にあり、下期以降回復し

て行くと考えております。 

そのような環境の中、当社グループは対処すべき課題である「開拓してきた幅広いマーケットの深堀りと利益基

盤の構築」の実現に向け、元々の主たる領域である店舗施設において顧客数やメンテナンス店舗数を増大させること

に加え、新たなる市場において業容を拡大し、それに伴う売上高の増大に向けて活動して参りました。 

その結果、売上高に関しては堅調に予定を上回ることが出来ましたが、６月末時点において海外連結子会社への

貸付等における為替差損等の約71百万円の営業外費用が発生したことから、当第２四半期連結累計期間の業績は、売

上高165億６百万円、営業利益３億３千３百万円、経常利益３億７百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益１億

６千５百万円となりました。 

 

関連部門別の販売高及び営業概況は次のとおりであります。 

関連部門の名称 
前第２四半期連結累計期間 

（百万円） 
当第２四半期連結累計期間 

（百万円） 
前年同四半期比 

（％）

スーパーマーケット関連部門 6,332 5,524 △12.8

フードシステム関連部門 7,176 10,327 43.9

保守メンテナンス部門 557 654 17.5

計 14,065 16,506 17.4

 （注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

  《スーパーマーケット関連部門》

 当社グループのスーパーマーケット関連部門の主要顧客である飲食料品小売業界に属する中堅企業(中堅チェーン

企業や複数店舗を有する企業)の経営環境は概ね堅調に推移しておりました。全国のスーパーマーケットの状況を表

しているスーパーマーケット販売統計調査においても、食品に関しては概ね堅調に推移しておりました。ただその中

において、企業間の業績の差が大きく見受けられ、その結果、M＆Aによる業界再編が急速に進んでおります。その様

な中、業界における店舗再編の動きが活性化しており、企業の出店・改装意欲は引き続き継続しております。

 このような状況下、継続的に不動産情報を提供するとともに、自社の蓄積した設計力や技術力を駆使した積極的な

営業を展開し、新規物件の建築から既存施設の改修、省エネ提案等も積極的に活動を行って参りました。

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は55億２千４百万円（前年同四半期比12.8％減）となりました。

 

  《フードシステム関連部門》 

 当第２四半期連結累計期間においては2013年末より表れてきた消費者の嗜好の変化が継続して続いております。外

食産業市場動向調査においても客単価の前年同月比は大きく上がり12ヶ月平均において３％を超える伸びが続いてお

ります。そういった中、総店舗数においては前年同月比マイナス圏内に低下しているものの同業界における企業は環

境変化に対応すべく、既存業態の見直しや店舗改装並びに新規出店と、企業活動が活性化しております。 
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 そのような環境の中、当社は飲食店舗に対する営業活動だけでなく、ホテルやウェディング施設、並びに商業デベ

ロッパー、食品加工センター、そして店舗配送を行う物流施設等へも営業活動を拡げて参りました。

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は103億２千７百万円（前年同四半期比43.9％増）となりました。

 

《保守メンテナンス部門》 

 店舗メンテナンス事業におきましては旧来からの店舗設備の機器メンテナンスを充実させるとともに、旧メンテナ

ンス部を「ＣＳ（カスタマー・サティスファクション）サポート部」と名称を変更し、よりお客様の満足をサポート

していく部署として進化させる為の動きをしております。その一環として全国における営業所網の整備を行うととも

に、地域密着の営業活動にも力を入れております。 

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は６億５千４百万円（前年同四半期比17.5％増）となりました。

 

（参考資料）事業分野別の売上高

    当社グループでは事業内容をより明確化するために、事業分野別売上高状況を販売高にて区分しております。

      販売高の状況及び各事業の概況は、以下のとおりであります。

事業分野の名称 
前第２四半期連結累計期間 

（百万円） 
当第２四半期連結累計期間 

（百万円） 
前年同四半期比 

（％）

店舗施設の企画制作事業 8,205 9,718 18.4

商業施設の企画制作事業 1,480 1,563 5.6

食品工場、物流倉庫の企画制作事業 717 1,111 55.1

店舗メンテナンス事業 412 548 33.2

省エネ・ＣＯ２削減事業 196 120 △38.8

建築事業 3,053 3,443 12.8

計 14,065 16,506 17.4

 （注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

《店舗施設の企画制作事業》

 当社グループの中心事業である店舗施設の企画制作事業においては「現場力」というキーワードの下、積極的な活

動を進めて参りました。企画・設計・施工に関する現場力を内製化することにより、社内においてチームを組成し一

丸となることで、受注率ならびに粗利率の向上に努めて参りました。

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は97億１千８百万円（前年同四半期比18.4％増）となりました。

 

《商業施設の企画制作事業》 

 当第２期連結累計期間における商業施設の企画制作事業においては、１つ目の分野である内装管理業務、及び共用

部工事に関しては、今後当社グループが積極的な拡大を図る重要分野の１つとして、活動を進めております。大手デ

ベロッパーや電鉄関係において顧客数は増大しており、将来の基幹分野として拡大に注力して参ります。また、もう

１つの重要な分野である商業施設の建築設備の分野に関しても順調に拡大してきております。

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は15億６千３百万円（前年同四半期比5.6％増）となりました。
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《食品工場、物流倉庫の企画制作事業》 

 当社の基幹技術である冷凍冷蔵技術を活かす重要分野であります、食品工場、物流倉庫の企画制作事業に関して

は、近年、顧客企業の発注方法が変化してきております。当社グループとしては、ゼネコン、もしくはエンジニアリ

ング会社からの受注を目指し、営業戦略の変更を行いながら、さらなる基幹技術の強化を図るべく、積極的に活動を

行なっておりますが、当第１四半期においては大型案件の竣工はございませんでした。

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は11億１千１百万円（前年同四半期比55.1％増）となりました。

 

《店舗メンテナンス事業》

 店舗メンテナンス事業におきましては旧来からの店舗設備の機器メンテナンスを充実させるとともに、旧メンテナ

ンス部を「ＣＳ（カスタマー・サティスファクション）サポート部」と名称を変更し、よりお客様の満足をサポート

していく部署として進化させる為の動きをしております。その一環として全国における営業所網の整備を行うととも

に、地域密着の営業活動にも力を入れております。

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は５億４千８百万円（前年同四半期比33.2％増）となりました。

 

《省エネ・ＣＯ２削減事業》

 東日本大震災以降、省エネルギーへの意識は高まっております。そのような中、2010年に開発した冷蔵ショーケー

スにおける棚下LED照明の出荷は累計103,000本を超え認知度が高まっております。しかしながら出荷本数は前年同期

四半期を下回りました。省エネエアコン・レンタル事業に関しては現在、1022台の契約を締結しており、堅調に推移

しております。

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は１億２千万円（前年同四半期比38.8％減）となりました。

 

《建築事業》

 建築事業においては、従来耐震診断及び補強工事を中心に受注活動を進めて参りましたが、この数年間の取り組み

による実績と技術力の積み上げにより、数多くの新築および増改築の引き合いを頂けるようになり、今後大きな伸び

が期待できる分野に成長致しました。またこの分野が成長した事により、建物の躯体に関わる部分から建物に付随す

る設備関係、並びに建物内の店舗の制作に至るまでラックランドグループにおいて完全にトータルで取り組める様に

なって参りました。今後、設計ならびに施工体制をより充実させ、さらに大きな柱へ成長させていきたいと考えてお

ります。

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は34億４千３百万円（前年同四半期比12.8％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産の部） 

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、189億１千２百万円と前連結会計年度末と比べ８億９千万円の

減少となりました。 

流動資産は、130億９千８百万円と前連結会計年度末と比べ９億７千７百万円の減少となりました。これは、第２

四半期連結累計期間における売上債権の回収が主な要因であります。 

固定資産は、58億１千３百万円と前連結会計年度末と比べ８千７百万円の増加となりました。これは、保有株式の

株価下落による投資有価証券の減少があったものの、建物及び建設仮勘定が増加したことが主な要因であります。 

（負債の部） 

流動負債は、111億９千５百万円と前連結会計年度末と比べ５億９千５百万円の減少となりました。これは短期借

入金が増加したものの、支払手形及び買掛金の減少及び前受金の減少が主な要因であります。 

固定負債は、16億７千５百万円と前連結会計年度末と比べ１億６千３百万円の減少となりました。これは、保有株

式の株価下落による繰延税金負債の減少及び長期借入金の減少が主な要因であります。 

以上の結果、負債の部は128億７千万円と前連結会計年度末と比べ７億５千８百万円の減少となりました。 

（純資産の部） 

純資産の部は、60億４千２百万円と前連結会計年度末と比べ、１億３千１百万円の減少となりました。これは、親

会社株主に帰属する四半期純利益の計上があったものの、配当金支払による利益剰余金の減少及び保有株式の株価下

落によるその他有価証券評価差額金が減少したことが主な要因であります。 

なお、自己資本比率は31.8%と前連結会計年度末より0.7ポイント増加しております。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年２月12日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第２四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後取得した建物

付属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

当該変更による当第２四半期連結累計期間の損益への影響はありません。 

 

- 5 -

㈱ラックランド（9612）平成28年12月期　第２四半期決算短信



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,800,591 3,764,697 

受取手形及び売掛金 5,485,479 4,695,113 

リース債権 2,609 2,192 

商品 43,473 43,492 

仕掛品 3,694,290 3,558,085 

原材料及び貯蔵品 331,388 365,777 

その他 722,693 672,608 

貸倒引当金 △3,895 △3,111 

流動資産合計 14,076,631 13,098,856 

固定資産    

有形固定資産    

土地 1,694,713 1,694,713 

その他 1,406,815 1,770,880 

減価償却累計額 △943,794 △981,455 

その他（純額） 463,020 789,424 

有形固定資産合計 2,157,734 2,484,137 

無形固定資産    

のれん 509,902 494,858 

その他 83,719 90,357 

無形固定資産合計 593,621 585,216 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,343,325 2,084,004 

その他 649,521 678,509 

貸倒引当金 △17,991 △17,989 

投資その他の資産合計 2,974,855 2,744,524 

固定資産合計 5,726,211 5,813,877 

資産合計 19,802,842 18,912,734 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 8,448,174 8,043,422 

短期借入金 600,000 800,000 

1年内返済予定の長期借入金 140,000 140,000 

前受金 1,746,364 1,306,072 

未払法人税等 190,023 153,146 

賞与引当金 17,168 18,399 

受注損失引当金 28,270 1,955 

その他 620,119 732,090 

流動負債合計 11,790,120 11,195,086 

固定負債    

社債 850,000 850,000 

長期借入金 560,000 490,000 

その他 428,311 335,098 

固定負債合計 1,838,311 1,675,098 

負債合計 13,628,432 12,870,184 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,524,493 1,524,493 

資本剰余金 2,028,836 2,028,836 

利益剰余金 1,628,928 1,676,192 

自己株式 △11,961 △11,961 

株主資本合計 5,170,297 5,217,561 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 987,823 790,112 

為替換算調整勘定 2,334 △252 

その他の包括利益累計額合計 990,157 789,859 

新株予約権 11,000 34,790 

非支配株主持分 2,955 338 

純資産合計 6,174,410 6,042,550 

負債純資産合計 19,802,842 18,912,734 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 14,065,626 16,506,185 

売上原価 12,825,806 14,896,703 

売上総利益 1,239,820 1,609,481 

販売費及び一般管理費 994,332 1,276,086 

営業利益 245,487 333,395 

営業外収益    

受取利息 4,524 3,675 

受取配当金 20,155 22,970 

持分法による投資利益 1,390 － 

仕入割引 9,713 10,608 

不動産賃貸料 4,232 4,009 

その他 8,277 4,091 

営業外収益合計 48,293 45,355 

営業外費用    

支払利息 6,030 5,409 

社債利息 664 1,954 

持分法による投資損失 － 1,832 

不動産賃貸原価 1,953 1,846 

業務委託費 720 － 

社債発行費 19,184 － 

為替差損 － 30,138 

支払補償費 － 26,733 

その他 2,295 3,715 

営業外費用合計 30,849 71,630 

経常利益 262,931 307,120 

特別利益    

固定資産売却益 1,602 704 

投資有価証券売却益 1,593 － 

製品保証引当金戻入額 680 440 

受取保険金 － 11,142 

保険解約返戻金 6,334 － 

債務免除益 5,562 － 

特別利益合計 15,772 12,286 

特別損失    

固定資産売却損 690 47 

固定資産除却損 82 1,147 

その他 172 － 

特別損失合計 945 1,195 

税金等調整前四半期純利益 277,757 318,212 

法人税、住民税及び事業税 72,595 124,528 

法人税等調整額 49,139 31,343 

法人税等合計 121,734 155,872 

四半期純利益 156,023 162,340 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △3,659 △2,713 

親会社株主に帰属する四半期純利益 159,683 165,053 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 156,023 162,340 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 308,680 △197,711 

為替換算調整勘定 △1,338 △2,490 

その他の包括利益合計 307,342 △200,201 

四半期包括利益 463,365 △37,861 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 467,435 △35,245 

非支配株主に係る四半期包括利益 △4,070 △2,616 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 277,757 318,212 

減価償却費 45,721 70,433 

のれん償却額 6,332 15,043 

投資有価証券売却損益（△は益） △1,593 － 

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,701 1,231 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,264 △786 

受注損失引当金の増減額（△は減少） 7,455 △26,314 

受取利息及び受取配当金 △24,680 △26,646 

支払利息 6,030 5,409 

社債利息 664 1,954 

社債発行費 19,184 － 

売上債権の増減額（△は増加） △927,090 790,366 

リース債権の増減額（△は増加） 8,249 417 

たな卸資産の増減額（△は増加） △765,606 97,245 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,116,292 △404,752 

前受金の増減額（△は減少） △103,563 △440,292 

その他 △334,981 175,181 

小計 △658,862 576,704 

利息及び配当金の受取額 23,377 25,692 

利息の支払額 △5,737 △7,572 

法人税等の支払額 △206,684 △168,604 

その他 － △8,857 

営業活動によるキャッシュ・フロー △847,907 417,361 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △243,737 △251,320 

定期預金の払戻による収入 242,416 262,366 

有形固定資産の取得による支出 △36,016 △401,996 

有形固定資産の売却による収入 8,482 1,738 

無形固定資産の取得による支出 △27,208 △18,941 

投資有価証券の取得による支出 △81,173 △54,636 

投資有価証券の売却による収入 2,312 － 

投資有価証券の払戻による収入 103 5,000 

貸付けによる支出 △20,921 △5,981 

貸付金の回収による収入 15,737 17,034 

その他 △27,525 △31,242 

投資活動によるキャッシュ・フロー △167,530 △477,978 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △63,711 200,000 

長期借入金の返済による支出 △9,805 △70,000 

社債の発行による収入 830,815 － 

自己株式の取得による支出 △195,318 － 

非支配株主からの払込みによる収入 11,693 － 

配当金の支払額 △111,639 △117,015 

新株予約権の発行による収入 － 23,790 

ストックオプションの行使による収入 48,321 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー 510,354 36,774 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,326 △1,004 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △506,410 △24,846 

現金及び現金同等物の期首残高 3,791,921 3,537,724 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,285,511 3,512,877 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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